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1．はじめに
　前稿（勝部 2015）においては，ハイブリッド文法（HG）を用い，軽動詞 
give / takeと事象名詞の連語に関する考察を行った。本稿では，軽動詞 give 
/takeを研究対象とし，これらと共起する事象名詞の特性を明示する。
ハイブリッド文法─軽動詞 give / takeの事例─＊
勝　部　愛　美
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2．先行研究
　軽動詞構文に関する先行研究は多数存在するが，本稿では軽動詞 give / 
takeについて考察している Newman（1996）と Allerton（2002）を概観する。
2.1．Newman（1996）
　Newman（1996）は，giveと takeを比較し，いくつかの共通点があると述
べている。共通点は，人の手を使った物の動き・人によって引き起こされる
動き・人が制御できる範囲内で完結する動きを示すことであると説明してい
る。
　Newman（1996）は，giveと takeの相違点についてもまとめている。give 
のみに見られる特性は，主語の指示対象から物が離れていく移動を示すこと，
2人の異なる人が含まれる行為であること，与える人が示されなければならな
いことであると主張する。
　takeのみに見られる特性は，主語の指示対象に物が向かう移動を示すこと，
基本的に 1人だけが必然的に含まれる行為であること，与える人が必ずしも
含まれる必要はないことであると主張する。それゆえに，以下のような文が
認められると述べている。
（1） The teacher took the pen.
この例においては，与える人が特定されていない。また，the penの元々の所
在が示されることなく完成している。しかし，以下のように，与える人や取
られる物の元々の所在を詳細に述べる場合もあるとしている。
（2） a. The teacher took the book from the table.
 b. The teacher took the book from the student.
（2a）においては，the bookの移動前の所在である the tableが示されている。
（2b）においては，the bookを与える人である the studentが示されている。
Newman（1996）は，これらの例において，移動前の物の所在や，物を与え
る人が明示されているが，構造的にこれらは義務的に必要ではないと述べて
いる。
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　さらに，Newman（1996）は，軽動詞構文における giveは yellや screamな
ど，コントロール可能な名詞と用いられると述べている。これは，中核的な
意味として giveが持つ，意図的でコントロールされる行為を反映していると
主張している。しかし Newman は，これらのうちいくつかは比較的コントロー
ルできない行為であると説明している。例として，急に痛みが加わった時に
用いられる give a yellを挙げている。
　軽動詞構文における giveが二重目的語をとることは重要であると，Newman
（1996）は述べている。Newman（1996）によると，単一目的語に toが後続す
る以下の構文は容認されない。
（3） a. ＊give a wash to the car
 b. ＊give a shove to the man
二重目的語をとる構文は，受益者に強く活動の影響を与えることを表し，好
まれるタイプの構文であると述べている。
（4） a. I teach English to high school students.
 b. I taught Sue English.
（4a）における high school students は，活動のより周辺的な部分として解釈
される。（4b）においては，Sueがうまく英語を学んだということをより強く
示しているとNewmanは主張している。
2.2．Allerton（2002）
　Allerton（2002）は，一般的に軽動詞と呼ばれる haveなどの動詞を希薄動
詞（thin verbs）と呼ぶ。その理由として，希薄動詞の意味が延伸構文（stretched 
construction）全体にうすく広がっていることを挙げている。Allerton（2002）
は，延伸構文の動詞は，act, affect などの語彙動詞（lexical verbs）と進行相
や受動態における be 動詞や，完了相における haveなどの助動詞（auxiliary 
verbs）の間にあると述べている。
　Allerton（2002）は，take a riskを例に取り，この句が riskの意味と類似す
る意味を所有する為，単純動詞の意味が全体の句に延伸していると主張する。
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このような構文を延伸動詞構文（stretched verb construction）と呼んでいる。
　また，Allerton（2002）は giveと takeの意味について分析を行っている。
giveの意味を 10の意味に細分し，軽動詞としての giveは以下の意味を持つと
説明している。
（5）  ‘emit (=cause others to smell / hear)’ (give a snort, give off a smell, give 
out a noise, etc.)
このような意味を持つ希薄動詞として，give が暗示する活動は，他人によっ
て促進される活動であるとされる。
　giveの共起関係については，giveと共起する事象名詞の範囲が，細分した 
giveの意味と一致すると主張する。giveが共起する事象名詞は，行為に対す
る権利や許可（absolution, admissionなど），情報（account, addressなど），
一般的なサービス（advice, assistanceなど），特殊なサービス（appointment, 
bathなど）であると述べる。
　giveと類似する軽動詞のmakeを比較し，giveは他人への利益や影響を強
調すると述べる。他方，makeは動作を伴う成果や変化を強調すると述べる。
　takeの意味についても下位分類を行い，19の意味に分類している。軽動詞
としての takeは以下の意味を所有するとされる。
（6） ‘perform / do / action’ (take one thing at a time, take it slowly, etc.) 
Allerton（2002）は，take a rest, take a walk などの軽動詞構文はこの意味分類
に所属すると述べている。‘perform / do / action’は延伸動詞構文に特に共通
している解釈だと述べている。
 
2.3．評価
　Newman（1996）は give / takeの共通点・相違点について，分かりやすく
まとめている点で成功している。Allerton（2002）は give / takeの意味の細
分化を試みている点で評価できる。しかしながら，両者には欠点も見られる。
Newman（1996）は，giveに単一目的語と toが後続する構文の説明において，
＊give a shove to a man は容認できないと述べているが，英語母語話者の判定
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によると完全に容認可能である。従って，この容認度の判定は誤りである。
　Allerton（2002）は，軽動詞と軽動詞構文という用語の代わりに，希薄動詞
と延伸動詞構文という新たな用語を導入している。しかしながら，これらに
対して，明確な定義が下されておらず，不明瞭である。また，軽動詞として
の give / takeが示す意味として挙げられている意味グループも不適切である。
giveの軽動詞としての意味が‘emit’，takeの意味は‘do / action / perform’
であると述べている。しかし，軽動詞としての give / takeにおいてはいずれも，
動詞の意味は希薄だとしており，矛盾している。give / takeいずれの意味に
ついても，動詞自体ではなく後続する名詞が表す活動を示している。さらに，
giveと共起する事象名詞について，許可や情報，サービスなどの意味を持つ
名詞と共起すると述べているが，giveと共起する事象名詞はさまざまである。
確かに，giveは give an answer, give permissionなどの型で，情報や許可など
を表す事象名詞と共起する。しかしながら，giveは特に典型的な軽動詞構文
においては，give a shout / hug / look など，多様な事象名詞と共起する。した
がって，giveと共起する事象名詞には多様性があるにも関わらず，このよう
な主張は，giveと共起する一般的な事象名詞は情報・許可・サービスを表す
ものとして，誤って認識される危険性がある。
長所 短所
Newman
（1996）
give と takeの共通点・
相違点について，簡潔
にまとめている。
give a shove to a manは完全に容認
できる。
Allerton
（2002）
give と take の意味分
類が明確に示されてい
る。
・ 希薄動詞と延伸動詞構文の定義が
不明確である。
・ 軽動詞 giveと takeが区分される
意味の下位分類が適切でない。
・ giveと共起する事象名詞は，許可
や情報，サービスなどの意味を持
つものに限らず，多様性がある。
＜表  1＞
　これまで述べてきたように，両者とも利点はあるが，改善の余地があると
言える。
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3．ハイブリッド文法
　ハイブリッド文法（HG）は語と型からのアプローチの利点を組み合わせた
文法の枠組みである。さらに，HGはコーパスのデータと母語話者の直観を
融合する。HGのモデルは以下のように示される。
＜図 1＞における閉曲線の内部は，pattern A, pattern Bをとることができる
言語要素の集合を示す。＜図 1＞の 1に属す言語要素は pattern Aのみと統
合的関係にあることを示し，3に属す言語要素は pattern Bのみと統合的関係
にあることを示す。2に属す言語要素は pattern Aかつ pattern Bと統合的関
係にあることを示す。便宜上，ベン図内には数字を示す。その数字に対応す
る各領域に属す成員は，ベン図下の表に表示することで，複数の成員を明示
的に示す。HGを言語記述に利用する際の利点を以下に示す。
（7） a.  語と型の両方を視覚的に捉えることができる。
 b.  重複した用法を記述できるため，余剰的な記述を避けることができる。
 c.  コーパスから抽出される豊富なデータを使用することができる。
 d.  母語話者の直観による判定を導入することで，容認度の段階性を表示
できる。
ハイブリッド文法は母語話者による判定を利用するため，コーパスでは表示
できない容認度の差を表示できる。そのため，give / takeの用法について，詳
細な容認度の差異や共起語の分布の偏りなどを明確にすることができる。
4．方法
　本稿における軽動詞 give / takeについての調査では，話し言葉，書き言葉
を含む約 4億 5千万語のアメリカ英語のサンプルを集積した The Corpus of 
pattern A pattern B
＜図　1＞
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Contemporary American English（COCA）を利用した。COCAはアメリカ英
語が資料であるため，資料の判定はアメリカ英語の母語話者に依頼した。
　軽動詞構文の範疇は研究者によって異なるが，本稿では以下のような条件
を満たす構文を軽動詞構文とし，分析を行った。
（8） a. 軽動詞 + a / an + 名詞の文型で用いられる
 b. 目的語となる名詞は単音節である
 c. 対応する一語動詞で言い換えが可能である
 d. 主語が人間である
典型的な軽動詞構文は，目的語に不定冠詞を伴った単数形・単音節の名詞が
置かれる。一方，名詞が定冠詞をとる場合や多音節の場合，目的語の名詞性
は高くなり，名詞が持つ動詞性が低くなる。また，軽動詞の目的語に置かれ
る名詞は，ゼロ派生で対応する同形の動詞を持つ語である。そのため，名詞
と同形の一語動詞による言い換えが可能である。軽動詞構文は通例人を主語
に置き，その活動について言及する構文である。無生物や動物を主語にとる
場合は，活動の可能範囲などが人とは異なるため，本稿では研究対象から除
外する。また，takeは単一の目的語しかとらないので，それと比較するため，
giveが二重目的語をとる軽動詞構文は，本稿の研究対象から除外する。　
5．意味分類
　本稿では，Stein and Quirk（1991）に一部基づいた勝部（2015）の意味分
類に修正を加え，事象名詞の意味分類を行った。意味グループの名詞とそれ
ぞれの特徴を以下に示す。
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意味グループ 特徴 具体例
生理的活動 体の働き・機能などに関わる活動 sleep
情緒的反応 感情の動きによって起こる反応 laugh
知覚 見る，聴く，嗅ぐなどの活動 look
食物摂取 食べ物の消費に関わる活動 sip
心的活動 こころに関する活動 think
接触活動 人や物と触れる活動 hug
言語活動 音声などによる言葉に関わる活動 chat
公的活動 おおやけに行われる活動 show
記録活動 物事を将来のために記録する活動 note
身体ケア 身体のケアを目的とする活動 wash
運動 自ら体を動かし，空間内の位置を変える運動 swim
＜表　2＞
　＜表 2＞の配列は，自発性に基づいている。最上位に示される≪生理的活
動≫は，本能的に行う活動である為，非自発的行為である。その下に位置す
る≪情緒的反応≫は，自ら働きかけることもあるが，無意識に反応して起こ
ることもある為，半自発的行為である。≪知覚≫～≪運動≫は全て自発的行
為で，上に位置する≪知覚≫，≪食物摂取≫のグループは，人間が生きてい
く上で必然的な行為である為，他のグループより自発性が弱いものである。
　本稿では，新たに≪公的活動≫と≪記録活動≫の意味グループを勝部（2015）
の意味分類に加えた。勝部（2015）の意味分類では，軽動詞と共起する名
詞 show, vote と note, scanを区分することができない。「上演する」の意味の 
show と「投票する」の意味の vote は，いずれもおおやけに行われる活動を
表すため，≪公的活動≫を新たな意味グループとして追加した。「書き留める」
の意味の noteと「スキャンする」の意味の scanは，いずれも物事を将来の
ために文字やデータとして残すことを目的とした活動を表すため，≪記録活
動≫を新たな意味グループとして追加した。
　次に，既存の意味グループの概略を説明する。≪生理的活動≫には sleep
の他に rest, dreamなどが含まれる。この意味グループに属す語は，体の働き・
機能などに関わる活動を表す。≪情緒的反応≫には laugh以外に cry, sighな
どが含まれる。この意味グループに属す語は，感情の動きによって引き起こ
される反応を表す。≪知覚≫には lookの他に peep, sniffなどが含まれる。こ
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の意味グループに属す語は，見る，聴く，嗅ぐなど知覚に関する活動を表す。
≪食物摂取≫には sip以外に drink, tasteなどが含まれる。この意味グループ
に含まれる語は，食べ物の消費に関わる活動を表す。≪心的活動≫には think
以外に guessなどが含まれる。この意味グループに属す語は，心に関する内
的な活動を表す。≪接触活動≫には hug以外に touch, graspなどが含まれる。
この意味グループに属す語は，人や物に触れる活動を表す。≪言語活動≫に
は chat以外に yell, shoutなどが含まれる。この意味グループに属す語は，言
葉に関わる活動を表す。奇声などの言葉になっていない叫びの類も，音声に
関する語としてこの意味グループに含まれる。≪身体ケア≫には washが含ま
れる。この意味グループに属す語は，身体の手入れ・管理を目的とする活動
を表す。≪運動≫にはswim以外にwalk, jumpなどが含まれる。この意味グルー
プに属す語は，自ら体を動かし，空間的位置を変える活動を表す。
　本稿では＜表 2＞の意味分類に基づき，give / takeと共起する事象名詞に
ついて議論を進める。なお，この＜表 2＞の意味分類は，今後，他の軽動詞
構文の資料を考慮に入れた場合，修正される可能性がある。
6．事例研究
　今回観察された，give / take + aの型で共起する名詞を以下の図に示す。
名詞 数
1 bleep, cry, kiss, talk, yell, try 6
2
a shout, shrug, cheer, tug, shove 5
b hug, wink, show, ﬂick 4
c glance, look, puff, sigh, grasp, bow 6
d guess, piss, smell, sniff, vote, peep, scan 7
e drive, nap, taste, trek, whiff, note, peek, stride 8
3 bite, dose, drink, ride, rest, shit, smoke, stroll, swim, walk, gulp, swig 12
＜図　2＞
give a N take a N
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本稿では，＜図 2＞の 1, 3の領域を「非重複領域」，2の領域を「重複領域」
と呼び，議論を進める。1に示される語は，give aとの共起が完全に容認さ
れるが，take aとの共起は許容されない名詞である。2に示される語は give / 
take a両方との共起が容認される名詞である。2はさらに細分化され，重複部
分の中央に位置する 2cは両方との共起が完全に容認される名詞，2b, 2dには
どちらかの容認度がやや下がる名詞，曲線上に示される 2a, 2eには，どちら
かの容認度が非常に低い名詞が属す。2に示される「重複領域」は 5つの程
度に分類される。
　take / giveは類似する動詞として，よく比較されるにも関わらず，両者との
共起が完全に認められた名詞は 6つと多くは検出されなかった。また，それ
ぞれの非重複領域に比較的多くの名詞が示され，いずれかの軽動詞とのみ共
起が認められる名詞が多いことが分かった。
6.1．非重複領域
6.1.1．give
　takeとの共起が容認されず，giveとの共起のみが容認された名詞は，＜
図 2＞の 1のグループに属す。この容認度のグループに属す名詞には，≪言
語活動≫の意味分類に属す語が多く見られた。≪言語活動≫に属す名詞には
bleep, talk, yellがある。giveは一方的な活動を表すことがあるため，bleep, 
yell といった一方的に何かを言う，あるいは音で知らせる活動を表す語と用
いられたと考えられる。また，勝部（2015）が主張するように，give a talkの
型で用いられる場合，会話をするという相互的な活動というより，公演をす
るという一方的な意味になる。giveは相互的に行われる活動より，一方的に
行われる活動を表す語と用いられることがわかる。これは，giveが字義的な
意味として持つ「与える」という意味と合致した為だと推測される。以下の
ような例の場合，giveは字義的な意味で用いられている。
（9） I gave her the book. （ランダムハウス英和大辞典）
（9）では，the bookが動作主である Iから受動者である herへ一方向に移動
していることを表す。この例のように，典型的な giveは相互的ではなく，一
方的に行われる活動を表す。それに伴い，talkと共起した場合にも一方的な
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意味を示すと考えられる。
6.1.2．take
　giveとの共起が容認されず，takeとの共起のみが容認された名詞は，＜図
2＞の 3のグループに属す。この容認度のグループに属す名詞には，≪生理的
活動≫，≪運動≫，≪食物摂取≫に属す語が多く見られた。≪生理的活動≫に
属す語には，rest, shit，≪運動≫に属す語には，ride, stroll, swim, walk，≪食
物摂取≫に属す語には，bite, dose, drink, smoke, gulp, swigがある。相沢（1999）
によると，giveは瞬間的な動作を意味する。従って，≪生理的活動≫や≪運
動≫など，継続的な活動を表す語との共起が容認されなかったものと考えら
れる。≪食物摂取≫を表す語との共起については，takeが字義的な意味とし
て持つ「取る」の意味と合致した為，容認されたものと推測される。以下の
ような例の場合，takeは字義的な意味で用いられている。
（10）She took some meat from the plate. （ルミナス英和辞典）
（10）において，takeは「取る」という意味で用いられる。（10）は，元々 
some meatが所在した the plateから離れ，sheへと移動することを表す。≪
食物摂取≫についても，元々外界に所在した食物が，動作主へと移動するこ
とを表している点で共通している。
6.2．重複領域　
6.2.1．give / ??take a N
　giveとの共起は許容されるが，takeと共起する場合，容認度がかなり下がる
名詞は，＜図 2＞の 2aのグループに属す。この容認度のグループに属す名詞
には，≪接触活動≫，≪言語活動≫に属す語が多く見られた。≪接触活動≫に
属す語には，tug, shove，≪言語活動≫に属す語には，shout, cheerがある。
≪接触活動≫に属す tug, shoveは，瞬間的に力を加える動作を表すため，瞬間
的な動作を意味する giveとの共起が容認されたと考えられる。≪言語活動≫に
属す shout, cheerは，yellなどと同様の理由で，一方的な言語活動のため give
との共起が容認されたものと考えられる。
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6.2.2．give / ?take a N
　giveとの共起は許容されるが，takeとの共起は容認度が少し下がる名詞は，
＜図 2＞の 2bのグループに属す。この容認度のグループに属す名詞には，≪
接触活動≫に属す語が多く見られた。≪接触活動≫に属す語には，hug, ﬂick 
が見られる。takeは，「握る」という意味を持つため，「握る」という動作が
常に必要となる ﬂick of the reinsと用いられた場合，tug, shove と比較すると
容認度が少し高くなったものと考えられる。
6.2.3．give / take a N
　give / take両方との共起が完全に認められる名詞は，＜図 2＞の 2cのグルー
プに属す。この容認度のグループに属す名詞には，≪知覚≫，≪情緒的反応≫
に属す語が多く見られた。≪情緒的反応≫に属す語には，sigh, bow，≪知覚≫
に属す語には，glance, lookがある。takeは haveや takeなどと比較すると意
図的である為，bowという意思を伴う語との共起が認められたと考えられる。
また，≪情緒的反応≫や≪知覚≫は必ずしも継続的に行われる活動ではない
為，瞬間的な活動を表す giveとの共起が認められたと考えられる。
6.2.4．?give / take a N
　giveとの共起は容認度がやや下がるが，takeとの共起は許容される名詞は，
＜図 2＞の 2dのグループに属す。この容認度のグループに属す名詞には，
≪知覚≫に属す語が多く観察された。smell, sniffが表す「嗅ぐ」という行為は，
一定の時間において継続されるため，giveが持つ一回性の意味に合致しなかっ
たため，容認度が下がったものと考えられる。
6.2.5．??give / take a N
　giveとの共起は容認度がかなり下がるが，takeとの共起は許容される名詞
は，＜図 2＞の 2eのグループに属す。この容認度のグループに属す名詞に
は，≪運動≫に属す語が多く観察された。≪運動≫に属す語には，drive, trek, 
strideがある。これらは全て，継続的な活動であるため，giveと共起した場合
の容認度がかなり低くなったものと考えられる。
95　ハイブリッド文法─軽動詞 give / takeの事例─
7．まとめと展望
　これまで議論してきた give / takeとの共起が容認された事象名詞が属す主
な意味グループと，その典型的事例を以下に示す。
意味グループ 典型的事例
give
≪言語活動≫ talk
≪接触活動≫ shove
give / take
≪情緒的反応≫ sigh
≪知覚≫ look
take
≪生理的活動≫ rest
≪食物摂取≫ drink
≪運動≫ walk
＜表　3＞
　Newman（1996）が述べるように，giveと共起する名詞は，≪言語活動≫
や≪接触活動≫など，意図的でコントロール可能な相互的コミュニケーショ
ン活動を表すことが分かった。Allerton（2002）は，giveと共起する名詞は，
情報や許可，サービスを表すと述べているが，今回の調査では検出されなかっ
た。他方，takeは≪生理的活動≫や≪食物摂取≫など，人間の生活のために
欠かせない個人的身体活動を表す語と共起した。また，継続的な活動を表す
≪運動≫に属す語との共起が認められた。
　＜表 3＞の意味グループを，反復性・継続性・瞬間性の観点から分類する
と＜表 4＞のようになる。
意味グループ 反復 継続 瞬間
give
≪言語活動≫ ＋ ＋ /－ ＋ /－
≪接触活動≫ ＋ ＋ /－ ＋ /－
give / take
≪情緒的反応≫ ＋ － ＋
≪知覚≫ ＋ － ＋
take
≪生理的活動≫ ＋ ＋ －
≪食物摂取≫ ＋ ＋ －
≪運動≫ ＋ ＋ －
＜表　4＞
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反復性に関しては，Wierzbicka（1982）が主張したように，takeが共起した
名詞は全て繰り返し行うことができる活動であった。また，giveが共起した
名詞も全て繰り返し行うことができる活動であった。継続性に関しては，take
と用いられた名詞が属す意味グループは継続して行うことができる活動で
あった。giveも継続して行う活動を示す≪言語活動≫に属す talk，≪接触活
動≫に属す hugと用いられた。talkとの共起の場合，give a talk「演説をする」
という一方的な意味で用いられた。瞬間性に関しては，giveと用いられた名
詞が属す意味グループは瞬間的に行われる活動であった。takeに関しても，
瞬間的な活動を表す名詞と用いられたが，giveの方が比較的多くの瞬間的な
活動を表す名詞と用いられた。
　本稿においては give / takeの共起関係について議論を進めてきた。今後の
課題は以下の通りである。
（11）a. 事象名詞の意味分類モデルを構築する。
 b.  軽動詞構文に対応する一語動詞を用いた構文やイディオムとの比較を
行う。
 c. 相と動詞の関係についての分析を進める。
 d. 軽動詞構文に挿入される形容詞について分析を進める。
＊本稿は勝部（2014, 2015）に一部基づいています。研究を遂行するにあたっ
て，多大なるご指導・ご支援を賜った指導教員の大妻女子大学村上丘教授，デー
タの判定をして下さった George Berninger氏には，深く感謝を申し上げます。
本研究は，一般財団法人大妻コタカ記念会の助成を受けたものです。
付録
examples
1
（1） Nobody gives / ＊takes a bleep!
（2） I’d rather give / ＊take a kiss.
（3） In the morning, we gave / ＊took a talk.
（4） They gave / ＊took a yell for each of their players.
（5） Give / ＊Take a cry and get it out of your system.
（6） Let me give / ＊take a try.
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2
a
（1） Just give / ??take a shout when you’re done.
（2） Edgar gave / ??took a shrug.
（3）  Outside the crowd gave / ??took a cheer to someone speaking 
patriotically.
（4） She gave / ??took a tug, and the lock sprang open.
（5） Jaycee gives / ??takes a shove to the old man and…
b
（1） You can give / ?take a hug and…
（2） And he gives / ?takes a wink,…
（3） We are not giving / ?taking a show while we’re doing the songs,…
（4） ..., Shannon gave / ?took a ﬂick of the reins
c
（1） I give / take a glance.
（2） I give / take a look at it,…
（3）  My father gave / took a puff on his cigarette and watched the ash 
grow longer.
（4） ..., and I gave / took a sigh of relief.
（5）  So we each gave / took a grasp of the strap on his life jacket and held 
him back.
（6） He gave / took a bow to the audience.
d
（1） They ?give / take a guess,…
（2） I said, do you know where I can ?give / take a piss.
（3） He ?gave / took a smell of the rose.
（4） She ?gave / took a sniff,…
（5） We’re going to ?give / take a vote. 
（6） She ?gave / took a peep.
（7）  ...and the cheerful clerk doesn’t just check my passport but ?gives / 
takes a scan of it.
e
（1） My three kids and I ??give / take a drive,…
（2） He ??gave / took a nap.
（3） I ??gave / took a taste,…
（4） ??Give / Take a trek through the jungles of Borneo,…
（5） Talon ??gave / took a whiff of his coffee,…
（6） I’ll ??give / take a note of that.
（7） ??Give / Take a peek inside the room.
（8） ...Tolson ??gave / took a stride toward the box.
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3
（1） They ＊give / take a bite.
（2） They ＊gave / tooke a drink.
（3） Here, ＊give / take a dose of this anti-fat and get thin again
（4） We now ＊give / take a ride.
（5） She ＊gives / takes a rest and after that, ...
（6） You can’t ＊give / take a shit, Seth.
（7） I ＊gave / took a smoke in a sandbox, ...
（8） He ＊gave / took a stroll in the public garden.
（9） I often ＊give / take a swim in the morning.
（10） A guy ＊gives / takes a walk in the park, ...
（11） He ＊gave / took a gulp of beer.
（12） He ＊gave / took a swig of whiskey.
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